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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】令和2年6月25日(2020.6.25)

【公開番号】特開2019-214789(P2019-214789A)
【公開日】令和1年12月19日(2019.12.19)
【年通号数】公開・登録公報2019-051
【出願番号】特願2019-126273(P2019-126273)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  16/448    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   4/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ   16/448    　　　　
   Ｂ０１Ｊ    4/00     １０２　
   Ｂ０１Ｊ    7/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和2年5月12日(2020.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　側壁、
　基部、
　平坦な表面を有する蓋、
　インレットチューブ、
　噴出口として複数の小さい開口部を含む流れ分配器であって、前記蓋に対して平行に延
在する連結された中空棒、中空シャワーヘッド、及びこれらの組み合わせからなる群から
選択される構造を有する流れ分配器、及び
　前記蓋を貫通するアウトレットを備え、
前記インレットチューブが前記蓋を貫通して前記流れ分配器中に張り出し、かつ、前記流
れ分配器と流体連通し、
前記噴出口が前記蓋に対して６０～９０°の範囲の角度で前記基部に面し、
各噴出口の等価直径が０．０１インチ（０．０２５ｃｍ）～０．２５インチ（０．６４ｃ
ｍ）の範囲である、化学前駆体を処理ツールに輸送するための容器。
【請求項２】
　化学前駆体を処理ツールに輸送するためのシステムであって、
　金属ハロゲン化物、金属β‐ジケトネート、金属β‐ジケトエステラート、金属β‐ケ
トイミナート、金属β‐ジイミナート、金属アルキル、金属カルボニル、アルキル金属カ
ルボニル、金属シクロペンタジエニル、金属シクロペンタジエニルカルボニル、金属ピロ
リル、金属イミダゾリル、金属アミジナート、金属アルコキシド、及びこれらの組み合わ
せからなる群から選択される化学前駆体であって、
前記金属が、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｙ、Ｌａ、Ｃｅ、Ｓｍ、Ｔｂ、Ｅｒ、Ｙｂ、Ｌｕ
、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｒｕ、Ｉｒ、Ｒｈ、Ｃｕ、Ａｌ、Ｓｎ、Ｐｂ、
Ｓｂ、Ｂｉ、Ｔｅ、Ｃｒ、Ｍｏ、Ｔａ及びＷからなる群から選択される化学前駆体と、
　前記化学前駆体を収容する容器であって、
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　側壁、
　基部、
　平坦な表面を有する蓋、
　インレットチューブ、
　噴出口として複数の小さい開口部を含む流れ分配器であって、前記蓋に対して平行に延
在する連結された中空棒、中空シャワーヘッド、及びこれらの組み合わせからなる群から
選択される構造を有する流れ分配器、及び
　前記蓋を貫通するアウトレットを備え、
前記インレットチューブが前記蓋を貫通して前記流れ分配器中に張り出し、かつ、前記流
れ分配器と流体連通し、
前記噴出口が、前記蓋に対して６０～９０°の範囲の角度で前記基部に面し、
各噴出口の先端が、前記噴出口が面している化学前駆体から０．５インチ以上の距離に設
けられ、
各噴出口の等価直径が０．０１インチ（０．０２５ｃｍ）～０．２５インチ（０．６４ｃ
ｍ）の範囲である容器と
を含むシステム。
【請求項３】
　化学前駆体を処理ツールに輸送するための方法であって、
　金属ハロゲン化物、金属β‐ジケトネート、金属β‐ジケトエステラート、金属β‐ケ
トイミナート、金属β‐ジイミナート、金属アルキル、金属カルボニル、アルキル金属カ
ルボニル、金属シクロペンタジエニル、金属シクロペンタジエニルカルボニル、金属ピロ
リル、金属イミダゾリル、金属アミジナート、金属アルコキシド、及びこれらの組み合わ
せからなる群から選択される化学前駆体であって、
前記金属が、Ｍｇ、Ｃａ、Ｓｒ、Ｂａ、Ｙ、Ｌａ、Ｃｅ、Ｓｍ、Ｔｂ、Ｅｒ、Ｙｂ、Ｌｕ
、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｈｆ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｒｕ、Ｉｒ、Ｒｈ、Ｃｕ、Ａｌ、Ｓｎ、Ｐｂ、
Ｓｂ、Ｂｉ、Ｔｅ、Ｃｒ、Ｍｏ、Ｔａ及びＷからなる群から選択される化学前駆体を提供
することと、
　前記化学前駆体を収容する容器であって、
　側壁、
　基部、
　平坦な表面を有する蓋、
　インレットチューブ、
　噴出口として複数の小さい開口部を含む流れ分配器であって、前記蓋に対して平行に延
在する連結された中空棒、中空シャワーヘッド、及びこれらの組み合わせからなる群から
選択される構造を有する流れ分配器、及び
　前記蓋を貫通するアウトレットを備え、
前記インレットチューブが前記蓋を貫通して前記流れ分配器中に張り出し、かつ、前記流
れ分配器と流体連通し、
前記噴出口が、前記蓋に対して６０～９０°の範囲の角度で前記基部に面し、
各噴出口の先端が、前記噴出口が面している化学前駆体から０．５インチ以上の距離に設
けられ、
各噴出口が０．０１インチ（０．０２５ｃｍ）～０．２５インチ（０．６４ｃｍ）の範囲
の等価直径を有する容器を提供することと、
　キャリアガスが前記噴出口を通過すること、及び化学前駆体の表面に衝突することによ
り、キャリアガスと混合される化学前駆体の蒸気を製造して前駆体を含む流体ストリーム
を形成することと、
　前駆体を含む流体ストリームを前記容器の前記アウトレットを通して処理ツールに移動
させて、化学前駆体の高い昇華速度を与えることとを含み、
前記噴出口の先端が、化学前駆体の表面から０．５インチ以上の距離に設けられ、
昇華速度が、前記容器内の前駆体格納レベルが初期の充填高さから初期の充填高さの２０
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％に減少した際に、＜２５％減少するか、または増加する方法。
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